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原子力空母ジョージ･ワシントンの入港に抗議し横須賀からの出港を求めます
　米原子力空母ジョージ･ワシントンが横須賀への入港に対して強く抗議します。
　原発の「安全神話」が崩れた以上、原子力艦船の配備・寄港を許してきた方針も根本から問い直すべきです。
　米政府は、原子力艦船の原子炉は戦闘に耐えられるよう「４重の防護壁」によって安全が守られているとくりかえしてきました。日本政府に示した米側資料は、核燃料、原子炉圧力容器、原子炉格納容器、船体の4つが防護壁だと書いています。原発は、核燃料、燃料被覆管、原子炉圧力容器、原子炉格納容器、原子炉建屋という「５重の壁」で覆われているから「安全」だといってきたのが福島原発事故で崩れたのです。米政府が主張する「４重の防護壁」が万全で、原子力艦船だけは安全だという言い分をうのみにすることができないのは明らかです。
　米原子力艦船自体がこれまで何度も重大な事故をおこしています。原潜の「炉心溶融」一歩手前の大事故や、１次冷却水漏れで放射性物質が外部に拡散する危険がある事故もありました。横須賀基地を母港とする空母ジョージ・ワシントンと同じクラスの空母ステニスが座礁し、冷却水取水口が目詰まりして原子炉が緊急停止した事故など、重大事故が繰り返されています。
　米原子力艦船の配備や寄港を認めつづけるかどうかは、横須賀など寄港地の住民だけでなく、首都圏などに住む多くの国民の安全にかかわる重大問題です。米艦船の検証もせず、米側の説明をうのみにするだけの対応では国民の安全を守れません。
　米原子力艦船の配備・寄港はもともと、日本全土に軍事基地網をはりめぐらせた、憲法違反の日米軍事同盟にもとづくものです。日米軍事同盟を維持・強化するために日本国民を核事故の危険にさらすことは絶対に許されません。
　福島原発事故によって、安全を軽視してきた原発政策の見直しが余儀なくされています。原発の廃止や見直しはいまや多くの世論です。米原子力艦船だけは例外だというのが、許されないのは当然です。
　ジョージ・ワシントンなどの原子力艦船の入港に断固として抗議断します。ただちに出港させるよう政府の措置を強く要求します。
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